
特定非営利活動法人  

宮城県森林インストラクター協会  

木村 健太郎 





１ 宮城県森林インストラクター制度（宮城県） 

①平成１０年に開始。 現在１４期生が受講中。 

②毎年ボランティアを志す３０名（１４期生から４０名）程度が募

集・選抜され、年１８日間の講座を受講し試験や面接を経て認定。 

③講座内容は自然観察・林業技術のほかネイチャークラフトや

キャンプ・気象・安全管理等広範囲に渡る。 

④現在約４００名が県知事から認定を受けて活躍中。 

⑤事業実施団体としてＮＰＯ法人宮城県森林インストラクター協

会を設立し、現在会員数２６０名が活躍中。 

Ⅰ 団体紹介 特定非営利活動法人  
宮城県森林インストラクター協会 



２ 宮城県森林インストラクター協会の設立と事業展開 

Ⅰ 団体紹介 

①平成１１年、県知事から認定を受けた３１名で任意団体を設立。 

②平成１２年１１月、（当時会員６３名）緑の募金事業で初の大規模
主催事業「ふれあいどんぐりの森」造成事業を実施。県民２６３
人が参加して１００５本を植樹。 

③その後、県民の森を中心に森林・林業の普及・啓発活動を展開。 

④平成１５年１月にＮＰＯ法人化。当時会員数１４３名。助成事業に
よる独自の森づくり活動や企業等からの業務受託を開始。 

⑤平成１８年度 森林公園管理業務を開始。宮城県県民の森指定
管理者に。わたしたちの森づくり事業で宮城県と協定を結び、５．
７ｈａの整備を開始。 

⑥現在会員数２６０名。森林公園の管理や企業の森づくり活動の
コーディネート森役を務めながら森林ボランティアの養成や学校
の総合学習支援等を幅広く実施。 

 



Ⅰ 団体紹介 

３ 事業の実施状況 

（１）年間の活動総数 ： ４００件～５００件 
（２）活動に参加する会員数（年間のべ） ： 約３，０００人 
（３）関係する一般の方々（年間のべ） ： 約１０，０００人 
（４）割合  
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４ 現在取り組んでいる主な事業と活動フィールド  

Ⅰ 団体紹介 



『もりもり教室』 
親子の健全な関係を構築
する自然体験 

『県民の森クリーンアップ
大作戦』 
環境美化意識の向上 



『野外活動』 
学校の総合学習・自然教
育等への講師派遣 

『イベント等へのブース出展』 
ネイチャークラフト体験等によ
る自然教育事業 

依頼に応じて適合する会員を派遣する 



『森づくり活動』 
遊歩道の整備活動など。
ＭＩＳＡＷＡオーナーの森
宮城 

『キノコ植菌活動』 
楽しい森づくり。宮城県Ｅ
ＮＥＯＳの森。 

計画から森づくりの指導・整備・イベント運営まで 





『荒廃した里山再生』 
県有林を借りて自主的な
整備活動 

『植樹実施場所の育林活動』 
植えたからには育つまで責任
を持つ育林活動。 



『サポーター養成講座』 
宮城県のみやぎ自然環境
サポーター養成講座を運
営し森林ボランティアを育
成 

『森林ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養成講座』 
宮城県の養成講座を業務受
託～企画・運営し講師を務め
る。 



（１）環境教育林・自然体験林の整備 
 隣接した（近隣の）林を、児童が安全に遊べるレベ
ルまで整備し、以後、総合的な学習や理科学習の中
で活用し、児童自らの手による森づくりも行う。 
（２）防災林の整備 
 台風・津波等の際の緊急避難林であると同時に、燃
料や食糧、生活用水等の供給機能も兼ね備える。 
（３）校庭を活用して樹木や草花を育て、緑化思想の
啓発から森林保全思想を育む。 
  



指定管理事業（施設管理等）で活動拠点
を得て、ボランティアの基地づくり 



森づくりに対する基本姿勢について 

荒廃して立ち入れなく
なった林（森）を 

自然体験を楽しめるレ
ベルまで整備して、イベ
ントを実施（一般の
方々に利用してもらう） 



森づくりに対する基本姿勢について 

（１）１団体のみの力では限りがあるので、行政・企
業・他団体と密接に連携し、できるだけ少ない労力
で大きな啓発効果を狙う。 
（２）レクリエーション林として未来の方々に活用さ
れ、維持管理を続けてもらえるフィールドを選んで
整備する。 
（３）活動を持続可能なものにするため、常に若手
の育成と事務費の確保を心がける。 
（４）特定の事務局への負担集中をなくすため、補
助的な有償ボランティアを育成する。 
（５）植樹は必要最低限とし、無理にあまり必要の
ない植樹を行う自治体や企業には協力しない。 
 



森づくりに対する基本姿勢について 

講習を受け、経
験と実力を備え
たたくさんのボラ
ンティアスタッフ
陣が毎年加勢 

会の運営に
長けた経験豊
富な事務局ス

タッフ 

やる気満々
で実力の高
い協力ボラ
ンティア陣 

行政・企業・支援団体等との持ちつ持たれつの良い関係 

豊富な活
動フィール
ドと豊富な
道具・資材 



森づくりに対する基本姿勢について 

経験と力のある強力なスタッフ陣が結集 

個人の気持ちを大切にして 
みんな仲よく強力な組織力を発揮 

「楽しさ」と「たくさんの人に森で楽しんで
もらう喜び」に支えられて 



Ⅱ 独自の復興支援事業 



【機能として備える主な要素】   



【「環境教育防災林」で起りうる問題点】   





















Ⅲ 学校林への期待と取り組み 



Ⅲ 学校林への期待と取り組み 

１ 学校林の概念 

学校林 学校の森 



２ 学校の森と森林教育の現状  

【キーワード】  

学校の目的意識・地域の協力・コーディネーター  



３ 現代の生活や学校教育において感じること  

自由と自己主張の欠如による精神の不安定化  
心を解放しなければストレスが蓄積される 

何でも与えられる便利さ  
自分で物事を考え、生み出すことができなくなる 

 

身の周りにあるものを五感で感知し、体全体で感
じることができる感性が鈍る 



４ 森林における体験型活動の教育的機能  

普段の生活で見出せなかった自分自身の価値に気
づく  自己発見・自己表現・自己主張に繋がり、社会
生活に必要なコミュニケーション力が醸成される 

他人の粗探しやケンカをしていたのが、協力し頼りあう
ようになり、互いを認め合うようになる 

生きていく上で必要な感性が磨かれる 



５ 学校の森 活動の意義と成功の秘訣 



５ 学校の森 活動の意義と成功の秘訣 



Ⅳ 企業のＣＳＲ活動への期待  

１ 企業の森の紹介 



県 わたしたちの森づくり事業制度 

ニッセイ緑の財団 

未立木地の整備・清掃⇒植樹 

荒廃林の整備⇒被災地の支援ＮＰＯとの協働
により、被災地の子ども達を招待しての自然体
験イベントを継続的に実施 



荒廃未立木地の整備⇒植樹（目的林）⇒維持管理 

県 わたしたちの森づくり事業制度 

四季彩の森 みのりのもり おおむらさきの森 
カエデの森  いろはの森 きのこの森 他 

ＪＸ日鉱日石エネルギー㈱ 



里山放置林（４０年）の整備⇒美しい広葉樹林再生 
⇒散策道整備⇒県民の散策フィールドへ 

県 わたしたちの森づくり事業制度 
東北ミサワホーム㈱ 



県 わたしたちの森づくり事業制度 

東北発電工業㈱ 

荒廃未立木地の整備⇒植樹（目的林）⇒維持管理 

住宅や県民の森に近い立地を生かして、快適なレ
クリエーションフィールド 



県 わたしたちの森づくり事業制度 

㈱東日本放送 

荒廃未立木地の整備・植樹（目的林）⇒維持管理 
イベント実施とテレビ放映による普及・啓発事業 



県 みやぎの里山林協働再生支援事業 

イオングループ４社 

里山放置林（４０年）の整備⇒美しい広葉樹林再生 
⇒散策道整備⇒県民の散策フィールドと子どもたち
の自然体験フィールドへ 



国 法人の森林制度 

ヒノキ林をレクリエーションフィールド化 

(株)ＮＴＴドコモ東北支社 



県 わたしたちの森づくり事業制度 

株式会社 東芝 

植林 ⇒ 維持管理 
森づくりを通じての社員交流 家族交流
人づくり 



企業の森の動向 

 企業による森づくり活動は、資金の提供や、植林を中
心とした活動から、植林に拘らない里山再生活動やレク
リエーション活動に幅を広げ多様化しつつある。 

 このため、制度の緩和や、経験豊富なコーディネータ
ー（森林組合・ＮＰＯによるソーシャルビジネス・森づくりコ
ミッション等）による支援が重要になってきた。 

 また、震災を受けて、企業による環境ＣＳＲの動きがさ
らに多様化する傾向にあり、森づくりコーディネーターの
役割がどんどん膨れ上がってきている。 

 



企業の森の価値 
 企業の森づくりは、民間ボランティアによる森づくり活動に比べ、
規模も大きく、基盤がしっかりとした活動が多いことが特徴。 

  

①事業形態が多様な主体による「協働」に発展することが多く、そ
れぞれの森づくり活動機会の創出と、スキルアップにも繋がる。 

②組織力と広域性があり、多くの方々が関係することによって啓
発効果が高い。 

③事業自体がある程度広報・宣伝を狙ったものであることから、継
続性があり、社会一般への普及効果が高い。 

④一般親子等が参加できるイベントを実施する企業が多く、安全
で楽しい自然体験の機会創出に繋がる。 

⑤継続的な活動を行うことにより、レクリエーション林としての里山
再生に繋がる可能性がある。 

 



企業の森とコーディネーターの役割 

 子どもたちがカブトムシ採りをしたり、どんぐり拾いをし
たり、小川で生き物採りをしたりする身近なフィールドが
少なくなってきている中、企業の森づくり活動による身近
な里山再生活動に期待と注目が集まり始めており、森林
インストラクターなどのコーディネーテーの役割も大きく
なってきている。 

 企業とコーディネーターは、従来の林業常識や森林管
理マニュアルを基本としながらも、常識に捉われず、新し
い森づくりの形態を模索・実行し、パイオニア的な存在と
してモデルを残していくことが肝心である。 


